
　
宮
大
工
の
伝
統
を
継
承
す

る
鵤
工
舎（
栃
木
県
塩
谷
町
）

と
と
も
に
建
設
あ
た
っ
て
い

る
。
昨
年
７
月
に
着
工
し
、

今
年
11
月
の
完
成
を
目
指
し

て
い
る
。

　
曹
洞
宗
水
上
山
龍
源
院
は

座
間
市
入
谷
１
丁
目
に

あ

る
。
敷
地
面
積
約
７
４
９
平

方
㍍
で
、
建
設
中
の
本
堂
は

総
床
面
積
２
７
８
平
方
㍍
に

な
る
。

　
谷
津
建
設
の
谷
津
弘
社
長

は
「
後
世
に
長
く
語
ら
れ
る

よ
う
な
、
伝
統
と
格
式
を
持

っ
た
長
寿
命
建
築
を
目
指
し

て
い
る
」
と
強
調
し
た
。
社

寺
建
築
の
最
大
の
特
徴
と
さ

れ
る
屋
根
部
分
に
は「
平
瓦
」

を
１
万
２
２
０
０
枚
、
「
丸

瓦
」
６
５
０
０
枚
を
使
用
。

瓦
の
総
重
量
で
１
４
０
ト
ン

に
も
な
る
と
い
う
。
こ
れ
ら

す
べ
て
を
木
造
で
支
え
て
い

る
。

　
担
当
者
に
よ
る
と
、
屋
根

を
支
え
て
い
る
構
造
部
分
は

８
０
０
年
前
か
ら
受
け
継
が

れ
て
い
る
工
法
を
採
用
し
て

い
る
と
い
う
。
建
築
物
全
体

も
釘
は
ほ
と
ん
ど
使
っ
て
い

な
い
。

　
谷
津
建
設
で
は
基
礎
工
事

の
部
分
を
現
代
技
術
、
本
堂

に
は
本
格
的
な
伝
統
技
術
を

駆
使
。
「
記
録
と
記
憶
に
残

る
建
物
に
な
る
」
（
谷
津
社

長
）
と
し
て
い
る
。

　
一
方
、
こ
の
日
の
参
加
者

た
ち
は
工
業
系
を
は
じ
め
、

ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
や
解
体

業
、
不
動
産
、
鍵
販
売
業
な

ど
、
異
業
種
企
業
が
広
く
集

ま
っ
て
い
た
。

　
各
参
加
者
と
も
、
現
場
担

当
者
の
説
明
に
熱
心
に
耳
を

傾
け
、
同
分
野
に
対
す
る
関

心
の
高
さ
を
う
か
が
わ

せ

た
。
参
加
し
た
工
業
部
会
・

Ｋ
Ｉ
Ｚ
Ｕ
Ｎ
Ａ
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
那
須
隆
仁
委
員
長
（
三

恵
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ

専

務
）
は
「
こ
の
建
築
物
は
『
究

極
の
一
品
物
』
と
い
え
る
。

も
の
づ
く
り
の
世
界
の
人
間

が
、
こ
う
し
た
技
術
を
実
際

に
目
に
す
れ
ば
、
絶
対
に
よ

い
刺
激
に
な
る
」
と
話
し
た
。

　
工
業
部
会
の
松
岡
康
彦
副

部
会
長
（
湘
南
デ
ザ
イ
ン
社

長
）
は
「
こ
の
よ
う
な
建
築

分
野
で
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
部

分
で
市
内
企
業
の
技
術
が
活

か
せ
る
と
思
っ
た
。
今
回
の

視
察
で
新
し
い
可
能
性
も
見

え
た
は
ず
」
と
述
べ
て
い
た
。
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伝統と格式ある
長寿命建築視察
工業部会有志企業など

新たな可能性見いだす

伝統工法を活かした建築工事
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熱心に見学する参加者たち

建設中の龍源院本堂の内部

この日集まった参加者たち

　
工
業
部
会
に
所
属
す
る
有
志
企
業
な
ど
は
12
日
、
建
て
替
え
工
事
が
進
め
ら
れ
て
い

る
龍
源
院
本
堂
（
座
間
市
入
谷
）
の
視
察
会
を
開
い
た
。
龍
源
院
本
堂
は
１
９
２
７
年

（
昭
和
２
年
）
に
建
て
ら
れ
た
曹
洞
宗
の
寺
。
施
工
を
担
当
し
て
い
る
の
は
建
設
部
会

の
谷
津
建
設
。
現
代
の
建
築
技
術
と
伝
統
工
法
を
融
合
さ
せ
て
進
め
て
い
る
。
市
内
産

業
界
の
関
心
も
高
く
、
工
業
部
会
の
所
属
企
業
を
中
心
に
計
25
人
が
参
加
し
た
。


